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FATE コードの重大事故解析への適用のため、蒸発乾固事故に対する妥当性確認マトリクスを整備した。本研

究では、当該シリーズ第３報で整備した PIRT に対し、既存の蒸発乾固実験、及びそれに関連する建屋内蒸気

移行実験、エアロゾル実験の完備性を調査し、追加で必要となる実験データを明らかにする。 
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1. 緒言 再処理施設の蒸発乾固事故進展解析コード整備のためには、PIRT（評価指標：揮発性、及び難揮発

性物質に対する LPF）の各現象に対し国内外で実施されてきた関連実験を整理し、妥当性確認マトリクスの

完備性を把握する必要がある。本研究では、これら既存の実験を精査することで高レベル廃液貯槽の蒸発乾

固事故に対する妥当性確認マトリクスを整備し、追加で必要とされる実験を明らかにする。妥当性確認マト

リクスには、発電炉のシビアアクシデント解析コードの妥当性確認で用いている実験を一部含め、保守性の

観点から解析コードで取り扱わない現象についてはマトリクスに含めないこととする。追加実験の検討にお

いては、事故シナリオ、及びアクシデントマネジメント（AM）策に配慮し、実体系とのスケール歪みを勘案

し実験計画を立案する。これらは、シミュレーションの信頼性確保に関するガイドライン[1]における、「エレ

メント３：物理モデル化」手順に含まれる作業に相当する。 

2. 蒸発乾固事故評価のための妥当性確認マトリクス 図１に PIRT の各現象と実験データの対応状況を示す。

大部分の現象は既存の実験で網羅されているものの、「壁面における RuO4 化学吸着」、「含硝酸ミスト挙動」、

「エアロゾル吸湿性」、「気相中の NOx化学平衡」、「スプレイ」、及び「凝縮器」については実験が不足してい

ることが確認できる。なお、既存の実験は

小規模、且つ単一領域で行ったものが多

く、解析コードのスケールアップ性能把握

の面で課題を有する。 

3. 追加実験データの提案 上記検討に基

づき、マトリクス拡充、及びスケールアッ

プ性能把握のための中規模実験（コンポー

ネント効果実験、及び総合効果実験を想

定）を計画立案する。この取り組みは妥当

性確認マトリクスを充実させ、FATE コー

ドを用いた蒸発乾固事故解析の信頼性確

保、及び不確かさの定量化に資するものである。 
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図１ PIRT 各現象と既存実験の対応状況      
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